
令 和 ８ 年 ２ 月 ２ ５ 日 

東 北 地 方 整 備 局 

 

『みちのくインフラ DX 奨励賞』受賞者決定 
～令和７年度は１８団体が受賞！表彰式を開催します～ 

  

東北みらい DX・i-Construction 連絡調整会議は有識者、東北６県、仙台

市、建設業団体、東北地方整備局により構成され、東北地域のインフラ分野

のＤＸ推進や i-Construction2.0 の普及・拡大に取り組んでおります。 

このたび、東北地方におけるインフラ分野のＤＸに係る優れた取り組みを

表彰する「みちのくインフラＤＸ奨励賞」について令和７年度の受賞者を決

定しましたので、表彰式を開催します。 
 

 

【開催概要】 

  １ 日  時 令和８年３月３日（火） １３：３０～１４：３０ 
  

２ 場  所 東北地方整備局 ２階 共用第５・６会議室 

       （宮城県仙台市青葉区本町 3-3-1 仙台合同庁舎 B 棟） 
  

３ 次  第 別紙－２のとおり 
 

４ 受 賞 者 別紙－３のとおり 

工事業務部門 １１団体 

（東北地方整備局推薦：６団体、地方公共団体推薦：５団体） 

        民間企業部門  ７団体 

      （建設業者団体推薦：７団体） 
 

◆取材を希望される場合は、２月２７日（金）１２：００まで事前にメールにてお申し込

み下さい。（別紙－１参照） 
 
〈発表記者会〉 

青森県政記者会、岩手県政記者クラブ、宮城県政記者会、秋田県政記者会、 

山形県政記者クラブ、福島県政記者クラブ、東北電力記者会、東北建設専門紙記者会 
 

＜問い合わせ先＞ 
【表彰式に関すること・港湾空港以外に関する技術】 

国土交通省 東北地方整備局 企画部 TEL 022-225-2171（代表） 

建設情報・施工高度化技術調整官 平舘
ひらだて

 淳 一
じゅんいち

（内線 3132） 

（東北インフラ DX 推進室長） 

【港湾空港に関する技術】 

             国土交通省 東北地方整備局 港湾空港部 港湾空港整備・補償課 

                                課長  青木
あ お き

 伸之
のぶゆき

  （内線 6511） 

記者発表資料 



別紙－１ 
国土交通省東北地方整備局 

  企画部 施工企画課 宛 

  申込先 FAX  022-227-0817 

       Mail  thr-infradx@ki.mlit.go.jp 

 

「みちのくインフラ DX 奨励賞表彰式」 

【３月３日(火) 13:30～14:30】 
 

 
取材をご希望の報道機関におかれましては、事前に「取材申込書」へ必要事項を

ご記入の上、Mail 又は FAX にてお申し込みください。 

申込み締め切りは ２月２７日（水）１２：００です。 

【諸注意 等】 

1. 当日の受付について 

会場前で受付を済ませてから入室して下さい。受付は、１３：００からです。 

2. その他の留意事項 

取材に当たっては担当者の指示に従って下さい。 
 

令和 年 月 日 
所属記者会 

 

会社名及び部署名 
 

取材者（代表者）の役職・氏名・連絡先 
 

【代表者の連絡先（携帯番号等）】 

取材者の人数（カメラマン、音声担当等も含めた総人数） 

人 
 

・上記のとおり取材を申し込みます。 
 

 

 

 

 

 
 

 

取 材 申 込 書 

取材申込等に関する問い合わせ先  

国土交通省 東北地方整備局 
ＴＥＬ ０２２－２２５－２１７１（代表） 

企画部 施工企画課  
 根本・金（内線 3471･3472） 



 

 

みちのくインフラＤＸ奨励賞表彰式 

 

次 第 

 

 

日 時 ： 令和８年３月３日（火） １３:３０～１４：３

０                    

場 所 ： 東北地方整備局 ２階 共用第５・６会議室 

 

    １．開式  

                                                       

    ２．挨拶 

東北みらい DX・i-Construction 連絡調整会議会長 

               

    ３．表彰状授与  

         工事・業務部門（東北地方整備局推薦） 

                 （地方公共団体推薦）              

         民間企業部門 （建設業者団体推薦）               

 

４．閉式 

 

５．記念撮影 
  

 

別紙－２ 



別紙－３

Ｒ７みちのくインフラＤＸ奨励賞受賞者一覧

○工事・業務部門（東北地方整備局発注）

No. 受賞者名 工事／業務名 発注機関

1 大日本ダイヤコンサルタント株式会社　東北支社 盛岡地区橋梁補強設計業務 岩手河国

2 株式会社エイト日本技術開発 牛伏地区トンネル詳細設計業務 三陸国道

3 丸か建設株式会社 鳴瀬川ダム宿尻地区工事用道路整備工事 鳴瀬総開

4 オリエンタル白石株式会社 国道７号　川袋小川橋上部工工事 秋田河国

5 株式会社石川 鶴岡国道管内区画線工事 酒田河国

6 あおみ建設株式会社 東北支店 令和５年度小名浜港東港地区防波堤（第二沖）築造工事 小名浜港湾

○工事・業務部門（地方公共団体発注）

No. 受賞者名 工事／業務名 発注機関

1 株式会社田名部組 八戸環状線道路改良工事 青森県

2 穂積建設工業株式会社 ３・３・８白銀市川環状線道路改築工事 青森県

3 株式会社梅津組
令和５年度（明許）道路施設長寿命化対策事業（交付金・国道舗装）一般国道287号
舗装補修工事（畔藤工区）

山形県

4 寒河江成和朝日空情設計共同体
令和６年度道路空間ＤＸ事業費　山形県道路空間３次元点群データプラットフォー
ム導入業務委託

山形県

5 株式会社ウヌマ地域総研 道路メンテナンス事業（効果促進）橋梁点検業務委託 秋田県

○民間企業部門

No. 受賞者名 取組名
本社

所在地

1 株式会社新庄砕石工業所 山崎地区下部工工事における場所打ち杭の出来形管理 山形県

2 寿建設株式会社 ３Ｄスキャンアプリ『Scanat』を活用したメンテナンス対応の効率化 福島県

3 株式会社大林組　東北支店 鉄道営業線の近接工事における３次元モデルの活用 東京都

4 西松建設株式会社　北日本支社 ＩＣＴ及びＤＸ技術を活用した新しい現場管理 東京都

5 日本工営株式会社　山形事務所 まちなか賑わい空間形成の取組（エリアウォーカブル基本構想検討） 東京都

6 株式会社建設技術研究所　東北支社 ＣＣＴＶカメラ映像を活用したＡＩ画像認識技術によるヒヤリハット挙動抽出 東京都

7 富士通株式会社 森吉山ダム遠隔操作設備工事における３Ｄモデル活用 神奈川県



R7 みちのくインフラDX奨励賞
【工事・業務部門（東北地方整備局発注）】



【東北地方整備局発注】丸か建設株式会社
鳴瀬川ダム宿尻地区工事用道路整備工事

東北地方整備局推 薦 者

東北地方整備局
鳴瀬川総合開発工事事務所

発 注 者

R6.7.17～R7.3.28工 期

【取組概要】

鳴瀬川ダム建設に先立ち施工する工事用道路のボックスカルバート箇所は、市道が交差している条件下であったが、3次元CIMモデル
の活用により、安全性・施工性の向上を実現し、工事用道路を完成させた。

また、一連のコンクリート打設において、NETIS(新技術情報提供システム)を有効活用し、複数の新技術を組み合わせることにより、工
事全体で大幅な省人化と工期短縮が図られたうえ、構造物全体の品質向上を実現した。

ボックスカルバート
（CIMモデル）

施工の段階ごとに
重機配置箇所等を
シミュレーション

3次元CIMﾓﾃﾞﾙによる施工ｽﾃｯﾌﾟ

【東北地方整備局発注】大日本ダイヤコンサルタント株式会社 東北支社
盛岡地区橋梁補強設計業務

東北地方整備局推 薦 者

東北地方整備局
岩手河川国道事務所

発 注 者

R6.6.21 ～ R6.12.27工 期

【取組概要】

本業務は、一般国道46号盛岡西バイパスのうち、西大橋Ⅰ期線に対する耐震補強設計であり、DX技術を活用したことで受発注者間の
協議も活発化し、計画・施工の手戻り防止、設計計画の最適化を図った。

各種課題をクリアするため、360°カメラや点群計測、RCレーダー探査を実施し、BIM／CIMモデルに反映。さらに、AR技術を活用して構
造の妥当性照査や施工手順を可視化し、取合いや施工上の支障を事前に確認・解決した。施工計画段階でもARやBIM／CIMを活用し、
重機配置や施工手順の妥当性を関係機関と共有。これにより、施工の確実性・合意形成の円滑化・手戻りの防止が図られた。

【東北地方整備局発注】株式会社エイト日本技術開発
牛伏地区トンネル詳細設計業務

東北地方整備局推 薦 者

東北地方整備局
三陸国道事務所

発 注 者

R5.2.25～R6.5.24工 期

【取組概要】

本業務は、宮古盛岡横断道路（田鎖蟇目道路）改築事業の一環として、岩手県宮古市老木～蟇目地内における牛伏第1トンネル
（L=1,645.642ｍ）、牛伏第2トンネル（L=1,632ｍ）を対象とした設計を行うものである。
①３次元騒音・振動シミュレーションを用いた周辺家屋への影響検討
②トンネル内から外部に向けてロックボルトを挿入する際の近接する構造物との干渉チェック



【東北地方整備局発注】あおみ建設株式会社 東北支店

令和５年度小名浜港東港地区防波堤（第二沖）築造工事

東北地方整備局推 薦 者

東北地方整備局
小名浜港湾事務所

発 注 者

R6.3.25～R7.3.14工 期

【取組概要】

小名浜港は、東北管内でも気象・海象条件が厳しい海域であるため、水中部のブロック据付作業時における潜水士の安全確保が課題
であった。

この課題解決のために本工事では、ブロック据付支援システムにSSBL方式位置計測装置（トランスポンダ）の位置情報を取り込み、ク
レーンオペレータが潜水士および吊荷の位置情報をリアルタイムに把握することを実施した。また、ダイバーカメラを潜水士に装着させる
ことで、潜水士からの映像を多くの施工従事者がリアルタイムで確認することで、潜水士作業の安全性向上が図られた。

吊荷位置

潜水士位置

モニターに映された
吊荷と潜水士の位置

小型水中カメラを
装着した潜水士

トランスポンダ

潜水士に装着した
トランスポンダ

↑ブロック据付
作業イメージ図

【東北地方整備局発注】株式会社石川
鶴岡国道管内区画線工事

東北地方整備局推 薦 者

東北地方整備局
酒田河川国道事務所

発 注 者

R6.4.10～R6.8.9工 期

【取組概要】

本工事は、国道7号において交通の安全確保と必要な案内誘導を目的とし、区画線・路面標示の塗替えを実施する工事である。
特に「路面標示」の作図作業は手作業依存が高く、非効率であり、現道規制の時間短縮と省力化が課題であったことから、MRデバイス

を活用した導入システムを構築（受注者独自の開発）し、作業時間を約36％縮減した。
なお、現道上における滞在時間も短縮となり、交通事故リスクの低減にもつながった。

【東北地方整備局発注】オリエンタル白石株式会社
国道７号 川袋小川橋上部工工事

東北地方整備局推 薦 者

東北地方整備局
秋田河川国道事務所

発 注 者

R5.3.3～R7.2.26工 期

【取組概要】

死角の多い側径間支保工の組立・解体作業では、複数の管理者を配置して、吊り荷と障害物などとの接触や作業者の作業状況を管理
していたが、高所で狭隘な箇所での作業に加え、管理者の熟練度もあり全員が同じ認識・判断で管理するのが困難であった。

本工事では、GNSSやUWBなどのICT技術を活用し、吊り支保工の施工範囲における構造物や仮設鋼材、作業員、交通車両といった物
や人の動きを測定し、これらの動きをパソコンやタブレット等の端末で俯瞰的に把握することにより安全管理の高度化を図った。



R7 みちのくインフラDX奨励賞
【工事・業務部門（地方公共団体発注）】



【地方公共団体発注】穂積建設工業株式会社
3・3・8白銀市川環状線道路改築工事

青森県推 薦 者

青森県
三八県土整備事務所

発 注 者

R6.5.3～R7.2.16工 期

【取組概要】

本工事は、主要道路八戸環状３・３・８白銀市川環状線の道路改築事業の一環として、八戸市大字尻内町地内において、道路改良工
事を行ったもので、主な工種は、函渠工、道路土工、補強土壁工、舗装工である。

当該工事は、函渠工施工時に市道尻内河原線を通行止めにする必要があり、周辺環境への影響を最小限にするために、通行止め
期間を最小限にする配慮が必要であった。 このことから、函渠工施工時の通行止め期間を短縮する目的で、場所打ち函渠工の施工か
ら、プレキャストボックスカルバートの施工を提案し、終日通行止めゼロ日で函渠工の施工を完了させた。その他の従来工法の測量や機
械施工を省力化すべく、受注者希望型のICT活用工事を行ったものである。

【地方公共団体発注】株式会社梅津組
令和５年度（明許）道路施設長寿命化対策事業（交付金・国道舗装）
一般国道２８７号舗装補修工事（畔藤工区）

山形県推 薦 者

山形県置賜総合支庁
建設部西置賜道路計画課

発 注 者

R6.4.11～R6.11.19工 期

【取組概要】

本工事は、MMSデータを活用し、施工計画段階で交通規制計画を区割りごとに作成した。交通誘導員・保安施設の配置計画、規制位
置を３次元動画化し、始業前のミーティングで確認することにより、スムーズな交通規制を行う事が出来た。

従来の舗設作業では型枠を設置し、厚さを確認しながら施工を行っていたが、当該工事では３次元設計データを元に自動追尾型TSを
活用し、県内初となるＩＣＴアスファルトフィニッシャーを使用して、高さ及び厚さを管理、確認しながら施工を行った。

また、タイヤローラーの転圧箇所並びに転圧回数を可視化し、品質の向上を図った。

【地方公共団体発注】株式会社田名部組
八戸環状線道路改良工事

青森県推 薦 者

青森県
三八県土整備事務所

発 注 者

R6.1.25～R7.3.21工 期

【取組概要】

本工事は、現道切替及び隣接工事が複数あり工程調整を図る必要があった。このため、現場の見える化、作業効率向上を図るため、
4Dステップ・地権者とのイメージの共有としてARの活用・CIMPHONYplusを導入し、月1回ドローン撮影により現場進捗状況をリアルタイム
に発注者へ報告及び連絡協議等で使用し施工性向上に努めた。

また、ICT現場見学会等を積極的に実施、デジタルサイネージを活用し工事の「見える化」を行ったほか、青森県知事による現場訪問の
機会があり、現場従事若手技術者によるICT技術等を紹介し、実際に体験していただいた。公式動画チャンネル「A-tube」にも取り上げら
れ、建設業のイメージアップおよび人材確保への貢献に努めた。

ＩＣＴ施工と従来工法との比較

(掘削工・路体盛土)



【地方公共団体発注】寒河江成和朝日空情設計共同体
令和６年度道路空間ＤＸ事業費
山形県道路空間３次元点群データプラットフォーム導入業務委託

山形県推 薦 者

山形県
県土整備部道路保全課

発 注 者

R6.6.19～R7.3.31工 期

【取組概要】

・GISの構築により膨大な３次元点群データの効率的な取得を実現した。
県管理道路の舗装済み区間1,455km、道路土工構造物点検対象施設963箇所

・３次元点群データをG空間情報センター※にオープンデータとして東北で初めて公開した。
※G空間情報センター：国土交通省が推進する地理空間情報の流通促進を目的としたプラットフォームで、様々な地理空間情報が

オープンデータとして公開されている。

３次元点群データをG空間情報センター※にオープンデータとして東北で初めて公開した。

【地方公共団体発注】株式会社ウヌマ地域総研
道路メンテナンス事業（効果促進）橋梁点検業務委託

秋田県推 薦 者

秋田県鹿角地域振興局
建設部

発 注 者

R6.6.28～R7.2.21工 期

【取組概要】

本業務は、定期点検対象の橋梁43橋のうち、橋梁点検車の使用が困難な十和田湖周辺の4橋において、「全方位センサー搭載型ド
ローンを用いた橋梁点検」を自社保有機材で実施し、省力化・安全性向上・コスト縮減を実現した。

また、電子野帳や遠隔臨場などのデジタル技術を併用することで、効率的な管理体制を構築。ドローンで取得したオルソ画像を損傷図
のベースとすることで、損傷状態の比較や継続的モニタリングにも資する記録としての活用が期待できる。



R7 みちのくインフラDX奨励賞
【民間企業部門】



【取組概要】

本取組は、建築物の空間計測を目的に開発された3Dスキャンアプリ「Scanat」をインフラメンテナンスの現場に応用し、iPad
やiPhoneを使用して現場空間を短時間で簡単に3Dデータ化、クラウド上で共有することで、正確な現場状況の把握・計測・
発注者との情報共有の効率化を図るものである。3Dデータ化により、現地での再確認や移動の手間を削減でき、関係者は

リアルな現場状況を共有しながら同時に画面上で計測もできるので、インフラのメンテナンス対応をより迅速かつ効果的に
行えるようになり、全般的な効率化、適正化を図ることができる。

【民間企業部門】 寿建設株式会社
３Dスキャンアプリ『Scanat』を活用したメンテナンス対応の効率化

【取組概要】

本取組は、社内若手DXチームおよびICTアドバイザーと連携を図り、入社3年目の現場代理人と監理技術者により、橋台工
およびRC橋脚工における出来形管理を地上型レーザースキャナを用いて実施した。さらに、場所打ち杭の出来形管理につ
いては、令和6年3月時点のICT出来形管理要領には未だ適用されていないものの、LiDAR併用地上写真測量を導入し、地上

型レーザースキャナとの比較検討を行った。その結果、地上型レーザースキャナに比して大幅な省人化・省力化を達成し、
加えてコスト面においても顕著な削減効果が得られることが確認された。

【民間企業部門】 株式会社新庄砕石工業所
山崎地区下部工工事における場所打ち杭の出来形管理



【取組概要】

本取組は、約10haの敷地を対象とした大規模造成工事において、限られた現場職員で省人化を図りつつ、できるだけ効率
的に現場管理を行うために、UAV測量システム、3DMC対応建設機械、GPS・Webカメラ・遠隔臨場システム等のICT・DX技
術を活用した。
「目」と「耳」の情報を網羅的に活用することにより、高度な進捗・安全・品質管理の実現を目指し、その効果を確認した。
その結果、導入した各種技術により、検討対象とした現場管理業務において、生産性向上および省人化の効果を確認する
ことができた。
また、技術によっては情報共有の迅速化、安全性向上、品質の平準化、手待ち時間の削減等の効果も確認された。

【民間企業部門】 西松建設株式会社 北日本支社
ICT及びDX技術を活用した新しい現場管理

【取組概要】

本取組は、東日本旅客鉄道（株）の鉄道営業線近接工事において、トラブルや事故防止のための事前検討、発注者、受
注者間の情報共有や事前協議、作業員への正確な情報伝達等の課題に対し、現況の鉄道設備や工事設備、機械を３次元
モデル化し、施工検討や作業計画、打合せ時の情報共有に活用した。

クレーンの旋回範囲の影響検討や、鉄道運転士目線の動画による信号機の視認への影響確認、架空線の影響範囲を３
次元モデル上で行うことにより、平面図では把握できない問題点を事前に共有することができた。また、３次元モデルをAR
技術で現場に投影することにより、足場設置の可否の現位置確認や埋設物の現位置把握の情報共有、意思疎通が容易と
なった。

【民間企業部門】 株式会社大林組 東北支店
鉄道営業線の近接工事における３次元モデルの活用

※各写真、モデル作成協力
東日本旅客鉄道（株）



【取組概要】

本取組では、山形市の文翔館周辺エリアで県道をウォーカブルな空間に改変する事業を進めるため、「文翔館周辺エリア
ウォーカブル基本構想」の策定に向けた検討の初年度として、社会実験の実施、整備イメージを共有するためのＶＲ画像の
作成を踏まえたワークショップ等を開催し、構想の素案を作成した。ワークショップでは、住民を対象とした参加者公募の実
施や広報媒体の作成、内容の企画、運営を実施し、具体的なウォーカブル空間案を議論した。その際にはＶＲを用いて各グ
ループの意見を即時反映、疑似体験することで、活発な意見交換や共通認識の醸成を促進した。本業務で実施したワーク
ショップで得られた結果を踏まえ、空間のコンセプトや方針を整理し、ウォーカブル空間の実現に向けた基本構想の素案を
取りまとめた。

【民間企業部門】 日本工営株式会社 山形事務所
まちなか賑わい空間形成の取組（エリアウォーカブル基本構想検討）

意見を反映したVRの体験

【取組概要】

国土交通省では、直轄国道や生活道路において交通事故対策を推進している。効果的な交通事故対策は、事故要因を
明確にすることが重要である。しかし、交通事故は偶発的な事象であるため、事故データだけでは十分に特定できない場合
がある。そこで、事故に至らないまでも危険なヒヤリハット事象を捉えるため、人手によるビデオ調査から目視計測しており、
現地計測からデータ化、集計・分析まで多大な労力を要する点が課題となっていた。

本取組では、既設CCTV映像を用いて、車両等が同地点を通過する時間差（PET指標）を自動計測し、主観的なヒヤリハッ
ト事象を客観的かつ定量的に把握できる独自の交通挙動解析モデルを導入した。その結果、無信号交差点での衝突リスク
を効率的に把握可能となり、人手作業を抑え、ヒヤリハットの集計・分析を省人化し、大幅な作業時間短縮とコスト削減を実
現した。

【民間企業部門】 株式会社建設技術研究所 東北支社
CCTVカメラ映像を活用したAI画像認識技術によるヒヤリハット挙動抽出



【取組概要】

本工事では、設備の配置を行う上で、既設設備や設置環境・条件のある中で、平面図のみで完成イメージの共有が難しい
ため、今までは平面図を基に監督職員含め、現地確認を2回程度実施する必要があった。また、平面図を完成させるまでも
2回程度現地に赴く必要があった。

今回、スマートフォンのLiDARスキャナを活用し施工場所を3D化することで現地に赴く回数が1回となり、また納入設備など
を含めた完成イメージを3Dモデリングを作成することで、現地確認を行わずとも具体的なイメージ共有が可能となり、発注者、
受注者とも効率化・品質向上が図れた。

【民間企業部門】 富士通株式会社
森吉山ダム遠隔操作設備工事における３Dモデル活用


